■池上速一 r ガロ j 発表作品 
1966年9月号罪の意識（入選） 

1967年8月号夏 

g 月号地球儀 
11月号禁狐区 
12月号三面鏡の戯れ 
1968年2月号風太郎① 

4 月号風太_ 

8月号風太郎③ 

9月断^ ぼやけた世界 
10月号トモ子さんとハト子さん 
II 月号すばらしき世界 
1969年2月号電動式義手 
6月号白い液体 
10月号かげろう 
11月号雪国 
1970年3月号スリップ 

12月号風の日の出来事 
1972年2月号おえんの恋① 

3 月号おえんの_ 

4 月号おえんの'恋③ 

5 月号おえんの恋④ 

6月号おえんの恋⑤ 

7月号おえんの恋⑥ 

8月号おえんの恋⑦ 


■矢口高雄 r ガロ j 品 

1969年4月号長持 11 貝考 ( AS ) 
7 月号ひとつねた 
12月号赤んぼの里 
1970年4月号狐の榱む里 
9 月号みなぐろ 


池上遼1•矢口高雄と「ガロ」の広が" 


創刊以来、「ガロ」は意欲ぁふれる 
新人に誌面を開放してきた。今でこそ 
同人誌が&に作れるようになり、ま 
た、大手出版社の出すマンガ誌も新人 
発掘に力を入れるようになつたが70 
年ごろまでは、新人が作品を発表でき 
る®^は限られていた。創刊当初から 
新人の投稿を歓迎していた「ガロ」は 
貴重な発表素でぁった。 

「ガ ロ」 出身のマンガ家というと、林 
静一、佐々木マキ、勝又進、花輪和一、 
日野日出志、蛭子能収、ひさうちみち 
お、近藤ようこ、杉浦日向子、根本敬 
……、こんな人たちの名が浮かぶ。貸 
本誌や 「 COM 」 67 年〜 71 年)でデ 
ビユー後に「ガロ」に足場を移した新 
人住豕を含めれば、この倍ほどのマン 
ガ家の名を挙げなければならない。 

ところで、これらのマンガ家は、マ 
ニア向けの作風、であったり文芸趣味が 


冰霞であったり、いかにも「ガロ」的 
である。蛭子や杉浦のょうに、芸能人、 
文化人としては広く知名度が認められ 
ている人もいるが、大手雑誌連載の人 
気乍が単行本になると軽く百万部を越 
す現状を考ぇれば、「ガロ」系マンガ 
家はマィナーとの印象はぬぐい力た U 
しかし、マィナー;^豕たちの陰に 
隠れて (という 言い方もおかしなもの 
だが)「ガロ」はメージャーな住豕も 
世に送り出している。池上遼一と矢口 
高雄はその双璧だろう。ともに、物語 
を絵に乗せる技術は抜群であり、これ 
がメージャーなマンガ家としての成功 
をもたらした。 

池上遼一は、「ガロ」創刊二年目の 
66年九月号に早くも月例新人賞入選を 
果たしている。『罪の意識』というミ 
ステリー風の短編作品である。以後、 
67 年八月号に、同年九月号に 


『地球儀』、十一月号に『禁猸&、 
十二月号に『三面鏡の戯れ』と続く。 
いずれも犯罪や幻覚をテーマにした短 
編で、60_前半までは命脈を保つて 
いた貸本劇画の M を引くものだ。緻 
资でバタ臭い絵の上手さはこの頃から 
既に際立つていた。折しも多忙になり 
始めた水木しげるがアシスタントを募 
集しており、水木プロの重要な戦力と 
なつたことは水木の自伝に詳しい。 

68年以降も、池上遼一は年に何本か 
「ガ ロ」 に執筆し、72年には長編『お 
えんの恋』を連載する。これを最後に、 
大手雑誌に舞台を移した。 

大手雑誌での代表作は、74年から 
「少年サンデー」に連載された『男組』 
(雁谷哲原作)である。まだ新左翼の 
,，叛乱劇々の残照が感じられる時代に、 
学園を舞台にしたアクションドラマが 
れ許伝虱にロマンチックに描かれ、人 
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気を集めた。池上遼一の絵の上手さは 
海外でも定評があり、英語やフランス 
語にも翻訳されている。 

矢口高雄は、池上遼一より少し遅れ、 

69年四月号で新人賞入選している。高 
橋高雄名義の短編『長持唄考』である。 
秋田の嫁入歌を背景に、顔に火傷の跡 
のある娘を持つ母親の悲劇を描いたも 
のだ。以後、69年にさらに二本、翌70 
年にも二本、短編を「ガロ」に掲載し 
た。この四作の名義は橋高雄となつて 
いる。いずれも秋田の庶民の生活を題 
材にした素朴な作風のものである。白 
土三平の影響の下にマンガ家を志した 
矢口だが、白土の荒々しく^<なドラ 
マツルギーよりも、自然への志向ゃ庶 
民への眼差しを受けついだよぅだ。 

大手雑誌には、 70 年から「少年サン 
デー」に梶原一の『おとこ道』 

を連載した。名義は矢口高雄である。 
この作品はいかにも梶原らしいマツチ 
スモに貫かれたアクション•ドラマで、 
矢口には合わなかった。戦後の姐響察 
における朝鮮人と日本人'#^団の 
衝突事件の描写に差別的な部分がある 
と問題にもなつた。矢口としては自分 
に不向きな^;の惹き起こした事件で 
あり、1思きわまりない気持ちだつ 
たろぅ。以後、「ガロ」新人作の頃の 
純 M 線を堅持し、メージヤ1¢と 
して成功を収める。 
ft 表作は『釣りキチ三平』である。 
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これは 73 年から「少年マガジン」に連 
載され、当時としては驚異的な長期連 
_となつた。釣りブームと重なつた 
こともあるだろぅが、少年誌では少な 
くなつた純朴明朗マンガであることが 
日！^の要因だろぅ。日本の cgzit 矜風 
旦〇^描いた『釣りキチ三平』だが、意 
外にも、このテレビ•アニメがフラン 
スで人気を得ている。 

池上遼一•矢口高雄の二人に共通す 
るのは、一種の職人性である。「ガ 
口」的なものが、文、年趣味、露悪 


言葉を感じさせるとすれは二人の職 
人性は r ガロ」では里賛かもしれない„ 
しかし、創刊号からの主柱であつた白 
土三平はいぅまでもなく、水木しげる 
も、つげ義春さえも、職人的な漫画作 
りの：¢2®は具えている。その意味で、 
池上•矢口も十分「ガロ」的なのでぁ 
り、半面、 70 年前後の「ガロ」の広が 
りを二人は象徴しているとも言えよぅ 
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